
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】自動車の前方衝突時、運転者は必然的に危険を

さけるため急制動のブレーキを踏むことで、運転者も助

手席の同乗者もシートベルトで支えられていても，前面

に頭が突出して前傾姿勢にならざるを得ない。衝突と殆

ど瞬時に作動するエァーバッグの爆発力の反動によって

，頭部が急激に後ろへ反り返り，ケイ部の骨折損傷又は

ケイ動脈の損傷及び切断によって死亡する事故が世界各

地に見うけられた。

【解決手段】上記課題の人身事故を防ぐべく，今回のエ

アーバッグに対するエァー枕による乗員の保護装置は，

車の前面衝突をさけるための制動力による乗員の慣性移

動及び乗員の自然体位移動によって，自動的にエアー枕

３が作られるように乗員とのシートベルト６と，骨材７

入りエァー枕３が乗員のヘッドレスト付き座席と一体と

なっているため，空気穴４及び空気取り入れ口５を付け

て，自動的にエァー枕３に空気を充てんする。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 輛 の 座 席 前 面 の エ ァ ー バ ッ ク 作 動 で ， 乗 員 の 体 位 移 動 に よ り 作 ら れ た エ ァ ー 枕 で 乗 員 を
保 護 す る 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
車 の 衝 突 時 に は ， 乗 員 の 重 力 に よ る 慣 性 移 動 が 発 生 し ， 体 位 が 前 方 に 押 し 出 さ れ ， 乗 員 の
頭 部 と 座 席 の ヘ ッ ド レ ス ト と の 間 隔 が 大 き く な り ， 乗 員 頭 部 の 前 面 で エ ァ ー バ ッ ク が 炸 裂
し た 場 合 ， 頭 部 の み が 後 方 に “ く ” の 字 に 曲 が り 人 間 の 首 の 骨 は ， 前 方 の 倒 れ よ り も 後 方
に 反 り 返 さ れ る 方 向 の 方 が 弱 い ， と の 医 学 的 結 果 か ら ， 乗 員 の ケ イ 部 の 骨 折 及 び ケ イ 動 脈
切 断 に よ る 死 亡 又 は 損 傷 を 防 止 す る た め ， 乗 員 の 慣 性 移 動 の 力 を 利 用 し た エ ァ ー 枕 に て 防
止 す る 目 的 で 開 発 し た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 自 動 車 を 運 転 中 に 前 方 の 障 害 物 に 対 し ， 運 転 者 が 車 の ブ レ ー キ を 踏 む と 必 然 的 に
慣 性 力 が 働 い て ， 体 位 が 前 方 に 傾 き ， 運 転 者 と 一 体 と な っ て い る ▲ ６ ▼ の シ ー ト ベ ル ト ，
▲ ３ ▼ の エ ァ ー 枕 及 び ▲ ７ ▼ の 骨 材 が 運 転 者 と 一 体 と な っ て 前 方 に 傾 く の で ， 必 然 的 に ▲
４ ▼ の 空 気 穴 及 び ▲ ５ ▼ の 空 気 取 り 入 れ 口 か ら ， 空 気 が エ ァ ー 枕 に 自 動 的 に 充 填 さ れ る 。
【 図 ２ 】 車 輛 の 前 方 衝 突 直 後 は ▲ １ ▼ の エ ア ー バ ッ ク が 急 膨 張 し て ， ▲ ２ ▼ の 乗 員 頭 部 を
前 方 の ハ ン ド ル 等 の 突 起 物 か ら 保 護 す る が ， 同 時 に ▲ １ ▼ の エ ア ー バ ッ ク に よ る 急 膨 張 は
▲ ３ ▼ の エ ァ ー 枕 が 無 い 状 態 に お い て は ， ▲ ２ ▼ の 乗 員 頭 部 は 首 か ら 後 ろ え “ く ” の 字 に
反 ら し て ， 首 の 骨 を 折 る と 共 に ケ イ 動 脈 を も 切 断 さ れ ， 死 亡 す る 事 故 を 防 ぐ た め ▲ ３ ▼ の
エ ァ ー 枕 を 設 置 し た 。
【 符 号 の 説 明 】
▲ １ ▼ エ ァ ー バ ッ ク
▲ ２ ▼ 乗 員 頭 部
▲ ３ ▼ エ ァ ー 枕
▲ ４ ▼ 空 気 穴
▲ ５ ▼ 空 気 取 り 入 れ 口
▲ ６ ▼ シ ー ト ベ ル ト
▲ ７ ▼ エ ァ ー 枕 の 骨 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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